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問
題
の
配
列
の
仕
方
と
、

1

国
的
な
狭
：い
視
野
：で
は
な.<:
-て
世
界
的
な
視
野
、
 

か
ら
問
題
を
把
撞
じ
、
輿
に
国
際
的
な
経
済
政
策
.を
確
立
せ
ん
ど
し
た
点
が
注

mi

さ
：れ
る
の
：で
あ
る
:
• 

. 

- 

. 

. 

- 

. 

• 

.

.

.

.

.

 

D

 

....•

.,,

::
.:

.

 

.

〒

ベ

'
ま
ず
、
■現
在
の
世
界
の
政
治
的•
経
済
的
特
徴
な
り
■構
造
な
り
と
し
て
と
り 

あ
げ
ら
れ
る
^
は
，
次
の
四
つ
で
あ
るr
第

一
.̂

、
敗
產
主
義
諸
国
と
.非
共
産 

生
義
諸
国
と
.̂

共
存
で
.あ
り
、
第
二
は
，
先
進
諸_
と
低
_

說
国
の
：存
在
ヤ' 

あ
り
、
第
一
一
一
は
：
植
民
地
主
義
の
崩
壞
で
あ
り
"
第
四
は
，:'
-11
1：
界
の
各
地
域
.に

■:
一
み
^

石̂
統
合
化
；の.：傾
向
^
あ
；る
。'

'

:

ベ
.
'
.
へ

：■ぐ 

.
“'•
'現
存
す
る
世
界
の
%'
ら
と
%:
童
要
:̂
'緊
張

ば

.,
:
三

'0
の
決
定
要
因——

共
產 

產

義

;:
-
;
:
発

展

:*
'
:
.
植
民
地
主
：義
[

と
必
.ず
結

び
'0
1'
;
て
い
る
。r

勿
論
、
、こ
れ
ら 

0
:決
定

要

罔

は
:'
;
経
済
的
の
如
が
^
ず
政
治
的
：
.：ー
舉
事
的

•

そ
の
他
の
多
く
の 

，面
を
も
ち
、

こ
れ
ら
を
分
離
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、：
と
く
に 

:

本
書
で
：は
、
経
済
的
侧
面
に
重
点
を
お
ぎ
，
発
展
“
低
開
発
問
題
を
中
心
：に
論 

.究
：し
て
い
る
。.何
故
な
ら
、；-
こ
の
問
題
が
世
界
の
大
部
分
の
人
々
の
基
本
的
な 

、
人
間
の
必
寒
に
関
係
じ

V

お
ヴ
、
そ
の
性
格
が
比
較
的
明
確
か:0
主

と

し

て

経
. 

.済
的
で
あ
り
、
そ
の
：解
決
が
他
が.問
題
の
解
決
，に
役
立
つ
：か̂
セ
あ
る
。

:
 

'ジ
.

ソ
マ
.

丨
プ
ソ
へ̂

^

^

^

^

獲
ち
ノ
の
資
料
を
用
い
て
、
先
進
国
と
低
開 

発
国
と
为
間
の
ゼ
ャ
ッ
プ.が
-

人
当
り
実
質
所
得
で.み
る
か
ぎ
り
、

絶
対
的
に 

も
ま
た
相
対
的
に
も
增
大1>,
つ
づ
あ
る.
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
が
も
っ
と 

:

も
着
自
す
べ
：ぎ_

実

で

：
あ

り

，
，
先

，
後

進

国

0

木
均
等
発
展
の
是
正
が
、
.世
界 

経
済
，形
成O'

主
要
目
標
ま
た
は
当
為
と.な
ら
ざ
る
を
え
な.い
，
こ

と

が

，
理

解

さ

れ

る
の
で
あ
る
。

.パ

'.
.
'
' 

:

:

.

:.
.
貧
困
の
。根
本
原
因
と̂

士

：
'直
接
的
原
@.(

技
術
的
'
.経
済
的——

技

術• 

組
織
の
低
水
準
と
資
本*±-
地
の
不
足)

と
間
接
：的

要

因(

心
理
的
.
歴
史
的
• 

地
理
的)

と
が
区
別
さ
れ
、"貧
困
の
悪
循
環
が
作
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
低
開 

発

諸

国

の

主

：要

輸

出

品

で

：
あ

る

：一

：

‘次
：品
の
長
期
的
停
滞
と
交
易
条
件
の
悪
化
、
 

短
期
他
不
安
定
性
が
困
難
を
ー
膚
大
き
く1>
て
い
る
？
し
.た
が
っ
て
、
低
開
発 

国
が
自
動
的
に
成
長
を
加
速
化
で
き
る
と
：は
考
え
ら
れ
ず
、
vv
^
ゆ

るBig 
.

 

P
u
s
h
:

が
必
要
で
あ
り
ぐ
填
極
的
な
開
発
政
策
が
行
が
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

0 

な
の
際
、
，
社
会
故
間
撳
資
本
の
創
設
ど
.資
本
財
の
不
可
分
性
が
と
く
に
問
題
で

あ
る
が
.

.

、
徒
ら
に
大
規
.楔
な
計
画
を
.
た
‘

て
.
る
だ
け
^

な

く

、

小

規

模

：な

計

画

に 

.

も
ゥ
エ
ィ
卜
.
を

お

き

、
：

：

種

々

な

る

規

模

，の

計

画

，を

正

し

く

選

択

す

る

こ

.と

の

必 

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
：

い
：：

る

•

 

' 

. .

 
,

 

-

.

次
い
：で
，
第IT

章
で
は
、
植
民
地
主^
の
.功
罪
：の
-検
討
.と
先
進
国
侧
の
低
開
発 

国
：の
.

H

業
化
に
対
す
る
態
度
の
変
化
：の.指
摘
お
よ
び
こ
：れ
ま
で
の
先
進
諸
国
に
，
 

よ
、
る

相

互

的

お

よ

び

多

角

的

な

資

本

。

•

技
術
援
助
，の
状
況
の
究
明
が
抚
な
；わ
れ 

」

て
ー
い.る
。
:こ
の
援
助
は
、規
在
の
と
こ
；ろ
な
：お
全
く
：：不
十
分
：で

*
り
、
多
角
的
.に 

:

行
な
わ
れ
た
も
の
は、

v

全
体
的
に
.み
れ

ば

、

ネ

-

”
へ
ジ
ブ
ル
ー
で
あ
る
ダ
窆
ら
に 

.11

つ
；
の

体

®

の

比

較

が

行

な

わ

'れ
、：

東

欧
：
*中
国
.に
お
.げ
る

成

長

が

考

察

.さ

れ 

'て
：い

る

。

低

開

発

諸

国

.は
ど
ち
ら
：の#:
'
制
を
ど
る
べ
き
か
が
中
心.問
題
と
な
：つ 

.て
く
名
が
”
混
合
篇
済
体
-^
が
最
適
で
あ
る
ご
と
が
結
論
さ
れ̂
い
る
。::
:
''
:
:
, 

と
く
に
興
味
を
ひ
か
杜
る
の
は
、
':
.
'自
由
贸
易
；»保
護
贸
易
；£

卿
讓
に
代
表
さ
ノ 

.
押

る

第

三

章

の

贸

易

問

題

の

検

討

で

：
あ

：
る

？
‘
'

/'
;
.
.
：

 

.

.

:ま
ず
自
由
贸
易
が
世
界
全
伴
の
最
適.な
経
済
状
襪
を
.も
た
ら
す
た
め
に
掏
ヒ 

'さ
れ
.ね
ば
：な
ち
な
い
へ
四
：づ
の
条
件
が
考
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
；

0
所

得

：が

国 

内

.お

.よ

.ひ
国
際
間
^
:

(

平

等

と

な.る
よ

ぅ

に

)

再
配
分
さ
れ
..
て
.い
る
.こ
と
-'
ii
)

4

時
的
'な
補
助
金
：が
幼
稚
産
業
に
与
え
ら
れ
て
い.

)

る：

こ
.と
、
01
)
補
^
金
が
童
要 

産
業
に
与
え
ら
れ〖

て
い
る
こ
と
、
ci
v資
源
の
移
動
を
促
^

'
た̂
め
.の
：補
叻
金
；
. 

が
与
次
ら
れ
て
い
石
こ.と
、

で
あ
ゥ
、.
こ
れ
ら
0
条

件

が

，満

た

：ざ
：れ

ざ

：
る

場

合

' 

に
は
'、
自
由
貿
易
は
、
有
渤
な
手
段
と
な
ゥ
え
ず
し
で
マ
保
護
主
義
が
と
ら
吒 

.ね
：ぱ

な

ら

：

な

い

。
:

‘
.
，
v
:
::-
:

、

:
 ̂

へ 

$

:;
か
ぐ
^
て
保
護
主
義
は
、';
'
ま
ず
3
:低
開
発
諸
国
に
対
し
て
、：
.1)
そ
れ
ら
諸
国 

が
世
界
所
得
.の
不
十
'分
な
割
合
し
.か
得
て
い
な
い
場
合
'、«)
幼
稚
產
業
_
対
す
：

•
..

書

：

：

評

. ;

. '

.
 '

る
補
助
金
政
策
を
行
な
ぅ
匕.と
^
困
難
ま
た
.：は
木
；可
能
で
あ
る
場
合
、
お
ょ
び' 

(b
)
す
べ
て
の
国
：々

に
对.じ
て
>
'姐
農
業
の
.ょ
ぅ
に
：た
と
え
損
失
を
蒙
つ
.
て
も
供 

■給
.を
確
保
ず
：る
た
め
に
保
持
し
な
け
れ.ば
な
ら
な
い
重
^.
^
業
に
M

L

て
補
助 

金
政
策
を
行
な
5-
.こ
.と
、が
固
難
ま
：た
は
不
可
能
で
あ.る
場
合
、
iv
)
他
の
方
法
に 

ょ
つ
：'X
似
潰
本
，，.労
働
：の
#
動
^
促

進

す

る

手

段

を
^'
か

な

ぅ

こ

と

が

不

可

能 

.な
場
合
、
.に
'
.是
認
さ
れ
る
.こ
と
.に
な
る
？
：し
か
し
こ
こ
で
農
業
を
重
要
産
業
と 

U 

.
て
.、
.先
進
諸
国
の
保
護
主
義
：を
數
め$

-と
が

正

当

：か
.否

か

に

は

根

本

的

な
 

疑
問
が
残
さ
れ
る 

0';
:
:
:
,
:
:

.:
^
^ ̂

.

.

さ
ら
^
現
実
め
0
.
<
^
ャ
等
の
展
開
に
も
4
れ
、
低
賃
金
国
：に
対
す
る
差
別' 

措
置
の
#

會
理
性
^
指
摘
^
、
，
：
こ

れ

を

非

難

難

し

ノ

逆

.に
、：：
先
進
国
侧
に
規
模
の 

経
済
が
：作
用
：す
る
範
囲
が
大
で
あ
る
と
し
て
、
低
调
発
国
侧
の
不
利
性
を
認
め 

.て
い
る
と
.と

は注
；：：：

さ

れ

る

パ

ま

た

小

国

分

立

主

義

の

無

意

味

さ

と

；統

合

化

に 

;
ょ

る

市

場

規

模

拡
- ^
の
有
利
性
を
強
調
1>
:て
：い
.る
.が
、.
し
"か
.じ

そ

れ

を

過

大

視 

す

る

と.と
ー
を
成
め、

-4
膚
重
要
な
：要
因
は
职
場
規
模
は
な
く
て
、
.一：
人
当
り
の 

資
本
^
技
術
的
.
•
•«
織
的
能
力
之
で
あ
る
こ
と
：に
注
意
を
喚
起
じ
て
.い
；る
。

_

.
な

お
:'
-
;
'
:
こ
：の

草

に̂
^
.の：質
易
構
造
の
サ
ー
べ
ぐ
と
し
て
、
"国
際
質
易
の
最 

適
ま
^;
は
正
常X

タ
ー
ン
を
客
観
的
な
基
準
に
も
と
づ
い
て
求
め
、

こ
れ
と
各 

国
.の
.現
実
の
.質
易
パ
タ
ー
ン
：と
を
比
較
：し
て”
そ
め
■偏
差
を
も
，とめ
、
，
,'
:

こ
れ
に 

'よ
々

各

国

が

質

易

：の

差

別

，
制

限

を

ど

れ

だ

け

受

け

て

い

.る
か
を
：計
量
的
に
，測 

定
す
'る
試
み
が
.な
.さ
れ
て
い
る
。
.
こ
れ
は
广
規
状
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る 

平
均
的
；な
貿
.易
パ
.タ
:-
1
'ン
’を
：正
常
パ
.タ
ー

：
ン

に

等

し

い

と

考

え

、
.

# .
一
一
 
国

間

の 

,質
篇

量

を

決

定'す
る

.
基

本

敗

耍

因

と

 

'し
%

主
と
し
て
輸
出
国
と
輸
入
国
の
経 

.済
の
'規
模
：

(

G

NP-)

^:
商

@
間
の
地
理
的
距
離
.
.

(

輸
送
費)

-と
玄

t

り

あ

げ

，：

:

ハ
-

• 
-

V

: 

I

.

、
 

.

-

;■
:

七
ー
ー
ー
:.(

四

四

九

)



て
、
正
常
な
質

c
T

ハ
'

タ
ー
ン
.
を
求
め
て
い
る
。

C

そ
の
詳
細
な
方
法
と
結
果
は
付

-.
'
.
'
論71
参
- 1

、:'
,.こ
：
の

就#
樣

法

德

.値

レ
-;
:

'

興

味

あ

在

奮

。〈

百
本
髮
含
か
小
先 

ン
猶
国
■

':
.
'
-
:
輸
入
^

^
の
.被
害
を
：あ
1
り
蒙
：-?
;て
い

ず

.>

.ま
た
低
開
発
諸
国
.%
:
實
易
而
：
 

で
.犠
牲
に
さ
れ
て
は
い
.な
い
等)

も
え
ら
れ
、
贸
易
政
策
を
発
展
の
手
段
と
し
て 

あ
ま
り
斌
祝
す
べ
き
で
な
い
こ
と
が
結
論
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
分
析 

:は
あ
<:
途
も
第

--
决
的
接
近
：ど

>1
>
;
^
:
の
#
味
き
_

だ
ず
.;
'
»へ̂

層
の
：|
|緻
^

'

必
1.
と
•さ
れ
よ
.ぅ
' 

- 

低
開
榮
|
|国
_

£'
.の
.質
易

豪

め

_
で
な
6
、#
済

0 .
.安

定

を

関

す

る

種

々

''
'
. 

の
政
策
ぼ
よ
つ
^
.も
歉
響
さ
.办
る
。

)
：そ
れ
ば
、ン
ど
く
に
：先

膨

霞

に

お

^
る

- 

般

的

セ

震

の

蹇

”
ー

景

鄭

変

聲

の

除

去

乂

蜣

減

ど

ァ

主

寒

な

ー

ザ 

安
定
与
の11: つ

^

大
別
さ
れ
"ば
；の
；安
定
.

低
開
発
諸
国
の
：経
済
発
展
；に
好
影 

響
を
及
ぼ
ず
。に
ま
^
、
；
：
：先

進

諸

国
^:
'
:
.ー1
1
©
_
代

の

；経

験&
ヶ
<'
;
:|

I
U

よ
り
.

財
政
政
策
を
中
心
と
^

ふ
皮
景
気
政
策
を
実
行
し
' 

て
於
0 !

マ
1 :
気
変 

バ
動
幅
は
減
少
し
、」

- ?
.

次
品
市
場
の
安
定
_

全
艄
的
ぢ
貢
献
し
^

1 >
:

%

「
(

同
時
に
：，，
 

個
ー
々
の
1

:

次
品
価
格
安
宠
の
.
た
め
め
積
.
極
的
な
政
策
が
講
ぜ
^ >
:

:
れ
て
：.お

り

、-:
:
.
国
 

湯

品

協

定

が
.
そ

：の

代

表

で

：あ

る
0」

現
在
実
施
ざ
れ
て
V V

る
の
は
，
多
肖

㈤

- M 

期
契
約
原
理
に
諶
づ
く
国
際
小
麦
協
定
、-
轍
出
：の
割
当
制
限
原
理
に
基
づ
ぐ
国
. 

際
砂
糖
協
定
と
'
国

際
n

i

匕
-

協
定
、
- :

ッ
ナ
：ァ
-

-

-.•

ス
ト
ッ
^

原
理
^
基
づ 

.
く
国
際
錫
協
定
の
四
つ
で
あ
.
り

、
.；
そ

の

他

の

主

要

な

一

：：

次

品
^

も
こ
：の

協

定

が
'.
. 

拡
大
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。：.：：し
.
か
し
、
-;
'
'そ
の
実
現
は
困
難
で
.あ
り
>

:

そ
の
攸
の
.：，
 

方
策
と
し
て
、

i
 

I

M

F

#

ら
の
必
要
な
通
貨
引
出
し
に
よ
る
輸
出
収
入
減
# - 

国
に
^

す
る
補
潰
、.
|
:
=
3輸
出
収
入
減
少
..に
対
ず
る
保
険
制
度
、
：

.
11
1

い
'

わ
ゆ
る
原
；，
 

料
本
位
制
が
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
.
ら
も
ま
た
そ
の
実
現
が
容
易
で
.は
な
い
が
'

:■
:
.蹇

化

め

荷

等

か

：の
；措

置

が

：

&

、に

講

ぜ

：ら

れ

ね

ぼ

な

ぢ

ぬ

。

.'
.V
.:: 

.

:')

.' 

'
 

:

S

J

' 
:

r 

-
 

、

\-
c

:

.
 

-
 

-
 

.

'

-

.

-

 

:
r.
.
:
;
v以

上
0 ,

第

？
部

：味
、
低
開
発
諸
国
の
発
展
問
題
に
着
目
し
セ
、
そ
の
直
面
す
る 

:

,
種
：灰̂

旮

困

雜

上. ^

在
ま
で.に
|
1
<施
ま
^

は
評
.画
：ざ
れ
だ
政
策
を
考
究
し

.
た
：もh 

の
.
で
あ
る
が
、
第
二
部
で
は
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
の
稍
極
的
な
政
策
提
案
. 

が
‘行
な
わ
れ
て
.、い
る
。

:'
')

器
_

際
経
済
政
策
0

確

立
.
に
：お

た0 

的
.
な
立
場
セ
ば
な
;:
<

'

,で
.

>

:

«界
的
な
立
場
に
：立
^ :

;
;す
<

て
：の
_

 々

.
貢

献

す

る

と

；い

」

ぅ

目

標

を

受

ゆ

入

れ

岁

こ

と

：で
：あ

る

〗

。
_

速
を
中
心
：と
す
る
国 

.

際
胤
な
讅
鐵
関
0

成
：立
の
意
義
は
、ョ
こ
©

自

標

を

备

国

が

受

げ

人

：れ

た

こ

と
に 

.# :

す

る

が

、
：
そ̂
実

際

盼

な

効

果

は

：現

在

ま

；
で
め
：：と

ど

.

ろ
.
殆

ど
.
現

わ

れ

：て

ば

い 

な
■
い
。

':
:

.

^

^

^
西
_

の
先
進
諸
国
は
、
：そ
の
.国
際
経
済
協
カ
に
お
け
る
経
験
と
富
と 

.の
比
較
優
位
に
蓝
づ
い
て
、

こ
の
新
し
'
い
世
界
^ :

^

の
^

' *

に
主
要
な
双
_

を
：
 

演
.
じ〗

な
け
.
れ
ば
な
ら
な
い
。
速
本
的
に
は
、

こ
れ
ら
諸
国
が
，国
内
経
済
政
策
立 

案
0

際
に
準
拠
す
.
.る

原

理

：を

世

界

全

体

に

適

用

す

る

こ

'>
1

で

あ

：厶

。
'-
:
.
こ
.
の

原

理 

と
^

バ
有
効
性
^

原

理

バ

穿

茛

す

江

砮

砗

眷

ぎ

と

蓮

帯

性

の

原

理

i
t

h
e

 

.p
r
i
n
c
i
p
l
e

 

o
f

 

s
o
l
i
d
a
r
i
t
y
)

 

_
'で
あ
る
。後

者
6 0
;

原
理
に
甚
づ
き
、
社
会
保
障
制
度
、

:

教
育
制
度
の
撖
充
、

\

累

進

課

税

等

：
が

，
先

進

_

国
で
行
な
わ
れ.
、)

ま
た
' 

公
共
部 

門
の
役
割
が
增
大
し
ぞ
、

「

混
合
経
済
体
制
が
採
用
さ
れ
て
.

い
る
.

。
：.
こ
：れ
迄
、
世
界 

全
体
と
レ
：て
の
利
益.を
無
視
：レ
て
：ぎ
た
が
，
そ
の
利
益
は
各
国
の
利
益
と
密

«

:

に
関
連
じ
て_
ぉ
り
、\

究
極
的
.

に
.

は
、:-
世
界
全
体
の
利
益
を
考
慮
せ
：ず
に
は
、

一

» . >1干リスとにとって も 同 じ く 重 要 。

b . とっては余り重要でない。c . EEC連合諸国にとっては殆ど重要でない。

• 芊铲，ィ弋土スのE E C 加盟交渉が行なわれていた凝 

#上 1:て，本f,では，その加盟を前提として拡大され笑 
平E g とVjoた形で問題が展開されている，すなわち世麥 
を E E C 諸国，その連合諸国， ィギリス，英 連 邦 ぉ ょ  
びその他の域外諸国に分けそ考察されて，ぃf f 邦’

第 一 表 ？つの商品グルーフ'の EEC 外関税引下げ 
の 提 率 (例)

し 英 埤 邦 (：イギリスを除く)

余り蜇惡 
でない M . 要 非常に重要

E E C 述 合 諸 国

I E 要
余り—重要 
でない 近 要 余り重要

でない

域

誠  
常要
に

I 80
(a — ヒ.ニ.）

n so
(バナナ）

m a 70
(砂 糖 )

'：： - ノ
バ.''.

外

諸'..

m

要

VIb 60
(干し果物）
Vfl 50 -
(綿織物〉

国 余で
りな
踅い
要

r-

1VC 70
(茶），

V 60
(ココア豆)

業
に
転
用
さ
れ
れ
ば
、

.
1

層
有
効
な
資
源
配
分
を
結
果
し
、
利
益
を
え
る
。
勿 

論
、
幼
稚
.産

業

に

，対

す
.

る
保
護
、
重
要
産
業
.
に
対
す
る
.
保
護
、
お
ょ
び
過
渡
期
に 

お
け
る
急
激
な
変
化
を
緩
和
す
る
た
め
の
一
時
的
な
保
護
を
除
い
て
は
、
自
由 

貿

易

が

，も

つ

と

も

望

ま

し

：
い

手

段

と

：
な

る

。
だ
，

'
が
.
そ

：の

た

：め

に

は

、
す

で

に

指

摘
 

し

た

諸

条

件

(

と
く
に
( 1

ー>
が
満
た
各
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
：つ
て
0

,

^

;.
^

^

:

心
，に

,'

関

興

の

f

括
引
下
げ
が
討
議
さ
れ
て
い 

る
が
、'
-本
書
で
は
、
' 

と
く
に
世
界
貴
象
に
お
け
-る

西

欧

の

重

要

性

を
M

識
し 

て
.
’

E

E

C

.を
中
心
と
す
る
^

4

関
税
ぉ
よ
び
国
内
税
の
引
下
げ
の
提
案
を
行

七
五
、
'(

四

五
P

国
的
な
利
益
も
ま
た
追
求
し
え
な
い
.

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の
こ
.と
は
単
に
. 

地
域
的
に
.
そ
の
視
野
を
拡
大
す
る
だ
け
.
で
は
な
く
て
、.
.
時
間
的
.
に

も

：よ

り

長

期
. 

的
に
考
虛
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
さ
ら
に
、
経
済
体
制
に
関
し
て
も
、

よ
り
広 

範

.
伸

縮

的

に

考

慮

す

る

こ

と

.を

必

要

と

す

る

で

あ

ろ

ぅ

。
：

'

.

.

.

i

層
詳
細
に
、
世
界
全
体
と
し
て
の
経
済
政
策
'の
目
標
お
よ
び
そ
の
手
段
* 

機
構
を
.考
察
す
る
。

■

国
際
経
済
政
策
の
目
標
の
設
定
は
、
国
内
経
済
政
策
と
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
、

ci
所
得
目

標
"

雇
用
目
標
、
ii
)

国
際
収
支
均
衡
、
.
m )
価
格
安
定
、
iv
)
- 

所
得
再
分
配
'

で
ぁ
り
、
.
先
•

後
進
国
間
の
格
差
.
の

縮

少
•

是
正
が
.重
視
さ
れ 

ね
ば
な
ら
な
い
。

.

，
次
に
、
国
際
経
済
政
策
の
具
体
的
在
手
段
へ
内
容
を
以
下
の
：ご
と
く
に
整
理

す
る
。

. 

M 

.

. 

■ 

V

..

.

⑴

：

質
易
政
策
■
ベ
 

へ

.

.

.
•質
易
政
策
に
.

つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
：.も

っ

と

も
-1
-
-|-
|

く

か

ら

国

際

経
. 

済
政
策
の
，

j

つ
と
し
て
論
究
さ
れ
て
I V

る
。

' 甚

本

的

に

は

自

由

貿

易

：か

保

護

賢
 

易
か
で
あ
る
が
、：
 

'
世

界

的
•

長

期

的

視

点

に

立

て

ば

：？

自

由

化

：の

方

句

が

望

^ .: 

し
い
。
贸
易
政
策
と
し
.て
こ
こ
セ
主
と
し
で
論
じ
ち
れ
る
の
は
、
関

税
.
' (

そ
れ 

と
同
じ
効
果
.を
も
つ
国
内
税)

、.

補

助

金

で

あ

：り

：

そ

の

他

数

量

制

限

，
為

替

改
 

策
な
ど
が
挙
げ
ら
.
れ
よ
ぅ
。

.
：
；

.

：

.

.

.
 

.
-

:

こ

れ

ら

.：'
の

制

限

撤

廃

に

よ

る

効

果

.

は
、.
短
期
的
効
果
と
！
^

期
的
-̂

果
と
.

に
：区

， 

別
さ̂

、0

国
内
の
そ
：れ
ぞ
れ
の
グ
：

^

丨
プ
：；に
相
反
す
る.
影
響̂

与
ぇ
：る：
。:'
:':

运
 

期
的
疼
は
、：
；输

入

競

令

暴

；は
損
失
を
：蒙
り
、

：
喪

素

の

失

莱

が
^ ;
:

辈
0;
t

 

が

、
消
费
者
は
利
益
を
受
け
、
長
期
的
に
は
、

こ
の
失
業
し
た
要
素
が
他
の
産



世
界
的
な
立
場
が
ら
の
自
由
化
政
策
の
提
案
は
大

1/
>

に
：注
目
さ
れ
て
よ
い。
：
：

：

.

.

こ
.

こ
で
世
界
的
な
視
点
か
ら
、
ど
の
.

ょ

ぅ

な

原

理

に

ょ

：
っ

て

.
分

業

関

係

が
 

策
定
さ
れ
る
べ
き
か
が
、
も
ぅ
一
っ
の
重
要
な
間
題
と
な
る
。
本
書
で
は
、
.そ 

の
莲
本
原
理
と
し
て
比
較
生
産
費
原
理
が
，重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
規
模
の
経
済
の
，
 

非
常
に
大
き
な
産
業
の
：場
合
に
は
、

(

い
.わ
ゆ
る
合
意
的
な
分
業
痕
理
も
ま
た
考 

虛
さ
れ
て
い
る.
が
、.
明
瞭
で
は
な
い。
.

.

⑵

国

際

獎

定

化

政

策.'
.

こ
れ
は
、
す.
で
.

に
は
で
究
明
し
た
の
で
く
り
返
さ
な
い
.

が

、
，
：
大

別

し

て

総

需
 

要

の

安

定

化

と

主

要

な

r

次

：
品

安

定

化

と

.

の
一
：
一

つ

の

政

策

が

存

在

す

る

。

-.
'

:

:

' 

.

.

⑶

y

財

政
‘

：
貨

幣

政

策

'
.
-
.
.
，
へ

当
然
は
の
政
策
と
密
接
に
：関
連
し
.

て
お
0

、.
こ
の
；財

政
*-

貨
幣
政
策
：ほ'>
:反 

景
気
政
策
の
主
栗
手
段
と
な
カ
て
い
る
が
;'
:

こa

で
別
個
に
と
り.
あ

：げ

た

の
. 

は
、：

単
に
各
国
の
政
策
を
国
際
的
に
調
：整
す
.

る
：だ
：け''
'

で
.

な

く
:'
:

:

世
界
中
央
：銀 

行 
>
 

世
界
太
蔵
省
を
設
立
：
^

、
世
界
的
に
：こ_れ
ら
.

の
政
策
'^

行
な
お
.

ぅ
ど
1>
/
で 

い
る
か
ら
で
あ
る
。
，；財
政
政
策
.

は
大
蔵
省
、
；貨

幣

政

策

は

中

央

銀

行

が
&

肖

：
 

し
、
：前
者
は.
マ
ネ
=
1
.
,

.

フ
：1
1
|
:

、
：：後
者
は
：，

，
ス
：ト
ッ
：ク
に
作
用
す
る

b
 

そ
の
目
的
は
：価
格
水
準
安
定
の
上
に
需
要
の
着
実
ん
成
長
を
達
成
し
、

.

ィ
ン
.

フ
''
: 

レ
*

テ
フ
レ
_

を
_

さ
け
，る
こ̂

で
あ
る
。
，
.

現
在
の
世
界
で
は
、.
こ
の
目
的
を
各
国 

独
自
で
達
成
す
る
こ
と
：は
，不
可
能
で
あ
り
、
世
界
的
な
意
味
で
の
調
整
を
必
要

'. 

と
す
る
*

と
く
に
最
近
で
は
、
.
'-
-
-!,:

国
際
流
動
性0

不

足

：
、
ソ

キ

ィ

：
，
カ
：
レ

.

シ
.

：.シ
.
イ

間
 

題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
：
重
要
性
を
増
し
.

て
.

い

る

。
：
：
：
本

書

：
で

は

、

■

世
界
中
央
.銀 

行
な
い
し
大
蔵
省
の
形
成
が
望
ま
し
い
と
し
て
、

.

#

■
.

の
I

M

F

の..

改
革
案
を 

検
討
し
て
、.
ト
-'
;

.

フ
ァ
ン
.

案
が
#-
.

の
案
に
比
し'
て
.
.、
っ
'こ
の
自
的
に
適
ぅ 

:

書

評

へ

..

し
.

て

大

い

に

支

持

を

与

：え

て

，
い

る

。

.

.

し
か
し
：簡
単
な
分
析
に
：と
ど
ま
つ
て
お 

:

り
、
ト
认
フ
ァ
ン
：案
で.も
':
'

な
お
.

真
の
世
界
中
央
：銀
行.の
：設
立
と
は
程
遠
い.と
，
 

哮
え
ら
れ
，

再
- ^

討
、が
必
.
要
と
.
さ
れ
.ょ

公
.

：
と
.
ま
れ
、
*

界

的

な

貨

幣
 

制
度
の
樹
立
が
望
ま
し
い
：こ
と
に
：は
與
論
は
：な
い
で
あ
ろ
う

。

-. 

⑷
■:
■
:

資

本

援

助

，
技
術
援
助
政
策

国
際
経
済
政
策
の
漸
し
い
分
野
と
し
て
2

く
に
：注
目
を
あ.
び
：て」
い
各
の
.

は
、

_

こ
の
政
策
で
本
り
、
：：低
開
発
間
題
.
€>
;
.

解
決
に_

:
0
,

て
も
ろ
と
も
重
要
と
な
る
。

，
、
ま-
ず
資
本
移
動
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、

贈

与
.

，.
借

款

•
経
営
参
加
と
い 

 ̂

.つ
た
形̂

行
な̂

れ
、.j

発
展
也
差
の
是
正
と
国
際
収
支
の
均
衡
化
と
に
積
極
的 

に
貢
献
す
る
。
し
た.が
0
:

て
--
:
'

先

進

諸

国

は

支

払

能

カ

：
に

.

応

じ

て

、
':
,
国

際

的

な
 

開
発
予
算
な
い
：し
：国
際
的
経
常
予
算
を
分
担
：ず
.る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
.国
内 

に
お
け
；る
低
開
発
地
域
開
発
の
た
：め
の
予
算
措
置
を
講
ず
る
の
と
全
ぐ
同
様
に 

低
_

発

国

援

助

を

考

：慮

：
也
：
ね

ば

-̂

ら

ぬ
.°
'.
こ

の

こ

と

は

厚

生

経

済

学

に

ょ

つ

て
 

%•

裏
付
け
ら
れ
ょ.
う
。：
.

さ
^'

に
資
本
の
み.
で
な
べ
、

' :

技
術
援
助
も
必
要
で
あ 

り

，

と
く
に
国
際
的
な
教
育
計
画
が
童
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
'資
金
の 

み
で
.な
く 

'

人
的
资
源
の
投
入.
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
：資

本

，
技
術
援
助
に
ま
ク
わ
る
問
題
点
を
指
摘
す
る
ァ
主
要
な
も
の 

は
：
へ
そ
の
激
模、
-.
:
.

そ
の
供
与
国
お
ょ
が
受
入
れ
国
に
そ
れ
を
如
何
に
配
分
す
る 

の
.

か
、
.*

さ
ら
に
.

；は
受
入
れ
国
内̂

お

：
け

る

各

経

済

部

門

間

.
'
へ

の

配

分

方

法

な

ど
 

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
：
援
助
の
規
模
は
ど
の
位
必
要
で
：あ
り
、
.
先
進
諸
国
が
そ 

の
負
担
に
耐
立
ら
れ
る
か
否
か
、
.'
.

ま
た
'負
担
を
平
等
に
す
る
た
め
に
は
諸
国
間 

に
'̂

う
配
分
し
:
:

*

何
な
る
形
態.
.で

援

助
-̂

行
な
う
：
.

か
で
'

あ
り
、.
受

入

れ

国.■に 

お

：
い'^
ば
，
ど
れ
だ
げ
の
援
助
吸
収
能
カ
を
%:
;

ち
、':
そ

れ

を

^

の

部

門

に

ど

う

•■
. 

'

七

七

バ

(

四

五

三

)

第 二 表 輪 入 関 税 お よ び 消 費 辑 の 撤 鹿 の 影 響 の 推 計

(1959年 の 資 料 )
. . . V  ノ ■'

...
- / .

. ■

..........，.ベ.

総 輸 入 の ％で 表 わ し た  

輸 入 增 加

間 接 税 総 額 の ％ 

で 表 わ し た 政 府  

収 入 の 減 少 ：

当 該 産 粟 の 生  
産 お よ び 屈 州  

の 減 少 ( % )

-1 一 ヒ
.十 . 茶 .： 
バ ナ ナ

鉍 糖 •
未 加 工  

綿 練 物

n 一 ヒ

一 • 茶 .：
パ ナ ナ

Y  ハ ~

砂 :糖

砂 糖 生  

産 と 精  
製

綿 織 物 _ 
ェ 業

ベ ル ギ .一 . • ル ク セ ン ブ ル グ . 一 •- 0.4 0.6 0,2 1.2 72 - 100 8— 11
' フ.' - ラ ス 0.2 2.3 1.8 0.7 0.9 80--100 11一 15

西 ド ィ ッ 0.3 n.a. 0.7 ^2.5 0.5 n.a. 4— 6
ィ :::タ

V 7 0:4 3.2 n. a. 2.1 3.5 82--100 n. a.

.ォ ....'■'7 ノ. ゾ人. ダ ；：—'• 0,8 0.5 0.3 6,4 . 72--100 7- 9
. ォ： ス

トリ ァ ../ 2,5 0.9 0,4 1.8 , 66--100 13— 17

デ ン マ ク 0.1 0.6 0.1 i;5 — 40-60 ::4 一  5
フ .1 ソ ラ ン K ' 0.1 0.1 nr a. 7.3 3.8 96— 100 n. a.

ノ:. ノ ル ....ウ ...エ ィ ........ — ー 0.1 0.1 0.3 — 6~ _8
.ス ..エ —

y ン 0.1 n.a. 0.3 0.9 1.5 r；a. 6— 8
ス. ィ ■ス 0.1 0.1 n. a. 1.4 2.3 . 47— 70 7— 9

ギ 丨； ス ', — n.a. 0.6 0.9 2.3 n• a. 7— 10
ナ ダ ■ ■ ■—.■ ■ , 0.1 n. a. 0.1 0.5 37—-55 n. a.

• r ' メ リ 力' ，丨. '  - - 0.5 n. a. -. 0.3 15— 22 n. a.

ォ ，* ス .ト:ラリ ァ ■ v- n. a. 0.1 n. &■ — n. a.

. . .ニ .ュ- ジ ブ ラ ン ド _; n. a. 0.3 1.0 n. a.

ン.......:.'.
本 ；.一 .' . 0. 5 n. a. 1.6 5.4 70--100 ...n. a.

— ：Q 又 は 極 小  

ル も ぺ 推 許 不 可 餡 ’ 

な お 詳 細 は 付 論 :v n 参 赌 。

.

.

七

六

(

四

五

：
ニ
：)

.

な
い
、
そ
^

に
ょ
る
影
響
が
考
獻
さ
れ
て
い
る
。
E

E

 

C

に
関
す
る
具
体
的
な
関
税
引
下
げ
か
提
案
は
、
各
地 

域

に

；
お

け

る

童

要

性

に

：
応

じ

て

、
' 

人
〇
l

3L
'

-

o

%
引
下 

げ
の
七
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
な
わ
れ
て
い
る

(

第
一 

.

表
参
照)

。
さ
ら
に
先
進
諸
国.
に

お

：
け
.

る

：
関

税

と

国

内

. 

消

費

税

撤

廃

に

ょ

る

一

一

一

つ

の

影

#

'

?)
#

入
增
1|
«

、.
ii
)

マ
政
府
収
入
の
減
少
、
3

国
内
生
産
と
雇
用
の
低
下

)

が
.
'；
-
*
o

 

先
進
諸
国
の
生
産
と
直
接
的
に
競
合
し
な
い
農
産
物

. 

(

.

コ
I

ヒ.
I
 

.

茶
•

■

、パ
.

ナ
ナ)

、
.

.

U

競
.
.合
.

す
，る
.

農
.産

物 

.

.

(

砂
糖)

：、
cm

競
合
ザ
る
エ
業
製
品
ス
夂
⑽
エ
綿
織
®

.
の
三
々
の
商
品
ダ
ル
ー
ブ
に，つ
い
て
測
定
さ
れ
て
い
る 

ン(

第
一
一
表
参
照

)

。

そ
の
結
果
は
、
.：
砂
糖
を
除
い
て
は
、

■.

そ
れ
程
大
き
な
影
響
は
生
ぜ
ず
、：：
ま
た
と
く
に

E

E

C

 

諸

国

が
:.
.

'

:
f

般

的

に

経

済

啦

大

期

に

あ

り

'
:
完

全

雇

用
 

で

あ

る

と

す

れ

ば

，

':
'

そ

の.
調

整

は

ス

ム
I

ス
，
に

行

な

わ
 

れ
蚤
ど
考
え
ら
叔
、
漸
進
的
が
引
下
げ
を
実
施
す
.る
か 

'
r-

り
，
問
題
は
少
な
く
 r

E

E

G

の
差
別
.

の
軽
減
は
、
域 

外
諸
国(

と
<:

に
：低
開
発
諸
国
>
に
大
き
な
利
益
を
も
た 

ら
：す
で
：あ
ろ
う
。
但
し
、.こ
れ
迄
特
恵
的
取
扱
い
を
受
け 

て
い
1

E

G

.

の
連
合
諸
国.
は
損
失
を
蒙
る
の
で
、
特 

別
な
措
置
が
と
ち
れ
ね
，は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

。

E

E

 

•

0

、办
共
通
農
業
政
策
：の
採
用
に
ょ
0
.

て
、
差
別
化
の
方 

向
；を

強

め
<}
:■

■
そ
と
.

す
る
i

き
、に
当
つ.
て

、
.
，
こ

の

よ

う

な



配
分
す
る
か

(

い
わ
ゆ
る
投
資
基
準
の
問
題)

等
々
で
あ
る
。

本
書
で
は
3

こ 

れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は
与
え
ら
れ
ず
、
.

む
し
ろ
顧
々
な
る
計
圃
•
予 

_

ツ
汝
;-
:

K

靡
.

：

の

重

要

性

"

':
;

:

:

開
発
国
め
：投

資

吸
^

^

次

増

天

：湯

务

：

0

方
策
思
：#'
弗
事
業
と
海
_
把
^;
.

の
国
':
-
-
-
:
. 

‘

際
的
保
障
制
度
の
設
立
等
が
強
調
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

.

，
 

⑶
‘

国
際
経
济
協
力
、
統
合
化
の
必
要
性
.

'

上
記
"

諸
政
策
を
有
効
.
に
行
な
：う
均
め
匕
は
.*
;1
,
^

国

が

独

自

に

経

^

^

策
を
ハ 

、
著

1>
-'

そ
れ
を
茵
際
的
ぬ
調
整
_

合
.°.
.
て
い
0
.
だ
0
:
で
ぼ
木
卞
^

 

::

一
 

_

(3
)

で
.も

：明

ら

：
か

な

ょ

-5
:

1

4

趙
国
家
的
な
機
関
'
の
#

在
を
必
要
と
先
.る
''
'
'
'
-1;
:か 

し
す
で
に
世
界
大
の
統
合
な
り
機
構
な
免
を
形
成
す
る
こ
と
は
不
可
拒
で
あ 

'

り
，
中
間
他
茶
在
と
^

^

、へ；̂

わ
ゆ
：る
地
.域
的
な
統
合
を
重
:̂

視
；し
^

5

^

_;'
'
:
: 

む
し
ろ
同
じ
ょ
う
な
カ
を
も
っ
た
諸
地
域
が
:;
.
'
競
争
し
合
0

.て
い
っ
た
方
が
ょ 

り
ょ
い
結
梁
を
生
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
：
世
界
的
機
関
は
，.：：

こ

れ

ら.諸
他
域
.の 

競
争
が
^

効
に
行
な
わ
れ
る
た
め
の
条
件
を
整
備
す
る
も
の
ど
い
っ
.

て
も
ょ
.
か
：
 

ろ
う
.0

新
し
い
機
関•

統
合
が
必
耍
で
は
あ
る
が
.:
'

»

連
と
：.そ

の

'下

部

機

構

等
 

の
現
存
す
を
闺
際
機
関
'を
十
分
.に
利
用
す
る
こ
と
も
有
用
：で
あ
ろ
う
0 

. 
:

.

(6
)

経
済
体
制
の
問
題
へ
.

'-
.

本
書
で
は
詳
し
.

い
.

分
析
は
行
な
如
れ
ず
、.
混
■合
経
済
体
制
が
も
っ
と
も
望
ま 

し
い
体
制
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。

' 

:

.

最
後
に
こ
れ
ら
の
国
際
経
済
政
策
の
選
択
.'

実
施
：に

当

っ

て

考

慮

：さ
れ

.

ね
ば
.

.
な

ら

ない
の
は
、

有

効

性
の
問

題

で

あ

る

。
，
各

政

.策

を

世

界

•

地

域
.

各
国
に 

ど
う
配
分
し
、
：
ど
れ
だ
け
の
中
央
集
権
化
を
行
な
う
の
が
望
：ま
.

し
：い
か
も
と
ハ 

の
菡
準
に
即
し
て
判
断
さ
.れ
ね
ば
な
ら
な
.
い
。パ
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
o.
目
的
達
成
に

〜，
' 

最
%
有

;^
な
®
段

：
は
，
何

か

：
亦

4-

分
^
理
論
的
^
究
明
さ
れ
る
政
要
於
あ
る
が
、：
へ
 

:

v

f

f，
:#
段

：
の
：
数

の

！

^

に
：り
施
て
蘇

，

'

剛

■ 

■ 

. 

. 

■
■ 

■ 

C

 

. 

.

……

;
;
マ
\

:

^
ホ
の
換
討
©

結
果
と
^ -
:
て
、：，.
第
ー」

部

第

十

章

に

次

め

ょ

：
ぅ

な

結

論

と

|<
;
告
 

,

(

行
動
の
た
め
の
提
案)

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
す
る
。

.
',
.
.現
在
め
：世
界
ぬ
技
笠
ら
：
の
：挑
戰

'\
?)

核
|

^

の
脅
威
ハ«)
:

低
開
発
.諸
国
の
貧 

「

困
ハ
(1
1

1

共
産
主
義
：の
政
治
.
‘

拯

济

体

制

の

挑
»

-'
:
'
が

存

在

し

、

：：

こ
：れ
ら
が
密
接
に 

.

関
連
し
合
っ
.
.て
？
：
.

世
界
.

の
将
来
の
.
決
定
因
と
な
っ
て
い
る
。.
望
ま
し
い
の
はV

 

-/

混
'

合

経

済

体

制

で

：あ
；り
，

.

各
国
の
経
済
政
策
を
®

際

的

に

調

整

し

、
,
中

央
集
権 

.

化
を
行
な
ぅ
必
要
が
あ
る
ァ
こ
の
：国
際
経
済
政
策
め
：選̂

に
：あ
た
っ
.

て
、_
有
効 

V
:
:性
^

連

帯

性

：の
原
理
が
そ
の

.

基

礎
.

と
な
：っ
'
.
て
；い
；る

。
：
現

存

す

る

国

際

機

構

.

は
、
 

•«

際
経
済
政
策
の
！K

施
，に
努
め
：て
い
る
が
、

.

：
も

っ

と

も

顕

著

な

欠

陥

は

：、：

：

財
政 

:
_政
策
4

4

/

次

品

生

產̂

の
安
定
化
、
非
経
済
的
な
要
因
ヒ
ょ
る
投
資 

.

リ
ス
：ダ
の
保
障
の
：分
野
ぬ
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、：

世
界
㈤

な
財
政
当
局
.に
ょ 

.

る
発
展
良
的
.

の
'

た
め
.

の
中
央
集
権
化
さ
.

れ
.

た

支

出

と

分

担

、
.輸

出

収

入

減

少

な 

■
VV

し
投
資
リ
ス
ク
に
：対
：す
.

る
：国

際

的

保
障
制
度
等
の
：政

策

が

確

立

.さ
れ
る

必

要 

が
；あ

る

。：へ
さ
ら
疫
現
存
の
機
間
、

:-
:
と

べ

に

国

連

の

ょ

り

貧

効

な

利

用

を

は

か 

り
、
：非
共
産
圏
の
み
で
な
:<

、
：全
# ;
'

界
的
-̂

対
策
が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
：
な
ら
な 

'

い
.。
そ
れ
は
:>

平
和
共
存
0

考
.

え

を

ょ

り

具

体

化

し

、

•意

味

づ

け

る

こ

と

で

あ 

-

る
。
.

国
連
は
、：'
.

11«
:

#

^

罾

砠
*

の
主
要
目
的
を
明
_

^

し
、
.
経
済
発
展
の
五 

年
ま
た
は
十
年
；の
予
測
を
行
な
い
、：
U

開
発
資
金
が
強
化
さ
_

れ
れ
ば
、
そ
の
資 

:

金
配
分
の
調
整
を
行
な
ぃ
、，«1
地
域
的
経
済
委
員
会
を
.

強

化

し

て

、

計

画

•
予

.

测
お
よ
び
地
域
的
協
力
.
•

統
合
の
分
野
で
積
極
的
£-

貝
献
す
*
る

等

の

新

し

い

仕 

_

を
引
受
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

■'
:

■

'

.

し
か
し
世
界
は
、
経
済
以
外
の
政
治
•

安

全

腺

障

等

の

要

因

に

，よ
り
左
右

さ

，

 

れ
.

る
と
と
が
多
く
、
世
界
む
新
秩
序
は
、一
経
済
政
策
の
み
な
ら
ず
、政
治
制
度
.
‘
 

安
全
保
障
の
面
か
.
ら
も
考
慮
さ
れ
'

ね
ば
.

な
ら
ぬ
。：
と
く

に
‘
重

点

私

置

か

れ

-て 

い
る
.

の
は
、
中
立
諸
国
の
役
割
と
世
界
政
府
.

，
世
界
軍
の
創
.

設
と
で
.あ
る
。

れ 

立

諸

国

は

、

対

立

す

る

東

西

陣

営

の

仲

介

的

役

割

を

：も
：つ
の
：

'

み
.

で
な
く
、
積
極 

的
に
世
界
の
方
向
づ
け
ゼ
も
決
定
的
役
割
を
演
ず
を
。；.
世
，界
政
府
V

世
界
軍
办 

創
設
は
真
.
.に

，
国

際

的

な

秩

序

：
の
：
形

成

に

貢

献

す

る

：
で

あ

ろ

う

。

.

.
，

‘ 

Vか
し
現
実 

の
国
速
和
よ
び
世
界
的
な
機
構
办
運
営
に
当
ら
て
再
考
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
.

©

は
、.
投

票

制

度

：の
改
訂
：で
あ

り

':
'

と
べ
咚
国
の.規

模

；：の
：考

慮

と
,

東

西

対

立

処. 

M

の

た

め

に

、
，
西

側
;̂

東
侧
の
.

ほ
か
い
-'
;
:
,南
侧
^

中
立
諸
国
}

/

に
：も
そ
れ.ぞ
^

4

 

一
じ
.

投
票
馨
与
克
ま
た
は
国
連
の
寓
門
家
達
.

に

,%
'

投
票
権
，を
与
え
’

る
：4
.

:と
^
ど 

■

の
方
法
が
真
：剣

に

と

り

'

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
.

か
よ
う
に
、
本
書
は
、
そ
.の
終
り 

に
'

お
V

て
、
も
.

っ
と
も
現
実
的
ブ
具
体
的
問
題
に
も
ふ
れ
、
低
開
発
間
題
0

解 

決
之
平
和
共
存
の
た
め
の
方
途
を
追
求
し
、
：新
し
：.い
世
界
経
済)

の
：形
成
を
目
指
:- 

し
.

て
い
.

る
の
で
.

あ
る
。

.

:

コC S

二

，
：
本

書

は

.'
'

世

界

奢

め

暴

認

識

克

密

接

始

結

び

っ

い

：て
敗
策

提

案

を

行

な

：

-
: 

い
”

我
々
が
従
令
べ
き
世
界
&
済
の
理
念
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
転
換

s

に 

:
.

お
け
名
世
界
：赛

め

行

方

を

^
い
''
.

客

^

げ̂

に

あ

た

ら

：
で

、
；
：
：
そ

の

：
も

.

う̂

義
.

は

大

き

な

も'の
，が

あ

る

。
と

く

に

各

国

は

戦

後

の

復

興

期

を

終

え

、
新
し
い
^

大
成
長
期
べ
'

ふ
み
.

出
さ
ん
.

と
し
て
い
.

る
.

現
在
に
お
い
て
、
新
し
い
世
界
経
済
秩 

序
の
確
立
は
、
差
し
迫
っ
た
：要
賺
と
な
ら
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
後
初 

.

期
に
は
、
国
連
‘

i

.

M

F

‘

.

G

A

T

T

の
成
立
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
世
界
：
 

を
，支
配
す
る
：原
理
は
、ク
ロ
ー
バ

リ
オ
ム
、

ユ-
1

パー

サ
リ
.
ズ
ム
で
あ
っ
た
に
も 

か
か
'

わ
ら
ず
、
四
八
年
以
降
分
裂
化
1>
-
'

、
地
域
的
統
合
化
傾
向
が
発
生
し
、
と
く 

:

に
五
八
年
0

£

:

£

0|^

成
泣
1%

契
機
と

4

て
各
地
域
に
出
現
し
た
諸
統
合
が
、

.

:

む
へ
し
ろ
與
鎖
的
性
格
を
も
ぢ
始
办

^

い
る
事
実
は
、：
ど
.の
必
要
性
を
一
層
明
示 

.

し
セ
.

い
る
で
あ
ろ
う
;'
°

先
進
1|
:

.

国
.

は
：、；
水

平

的

分

業

化

‘

統
合
化
：に
よ
っ
て
相 

互

的

に

発

展

を

：
進

：
め

.

て
お
'0

、、.
六
〇
年
代
が
南
北
問
題
の
時
代
.

で
あ
り
、
低
開 

発
国
の
時
'^

で
あ
，る
.

と〖

い
わ
れ
な
.

、が
ら
：%:'
>

:

先
進
国
侧
は
、
低
開
発
国
問
題
を 

:む

し

ろ

軽

視1>"
-.

負
担
.

と
澈
じ
.て
い
る
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。
，.こ
の
よ
う 

な
時
期
に
，
西
欧
の
人
々
に
よ
り
、
低
開
発
国
問
題
；に
焦
点
を
あ
_

て
、
そ
の
重 

.

要
性
を
正
'

し
く
指
摘
1;

、(そ
：：

の

解

決

の

た

め

の

世

界

的

^
方

途
を
明
ら
か
に
し 

た
本
書
が
発
剂
さ
れ
た
と
ど
は
、
と
く
に
重
視
ざ
れ
て
よ
か
ろ
う
。

■:

:心
か
し
；、(

.そ

.の
よ
.う
な
意
義
は
認
：め
て
も
;'
-
本
書
に
は
数
：々
：の
不
満
が
感
じ 

ら
れ
る
"
一
ま
ず
、：

v

世
界
的
；V
:

長
期
的
視
点
を
：明
確
化
し
'

世
界
経
済
の
：新
秩
序 

を
確
立
せ
ん
と
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
常
識
あ
る
い
は
理
想
.を
打
出
し
た
に

■ 

上
ど
ま
り
、.
つ
っ
込
ん
だ
研
究
が
欠
げ
T
い
る
。
し
た
が
0
て

、':
世

界

経

済

問
 

.題
：に

対

す

る

啓
|
^
.と
1
.し

：て

：
の
：
色

^'
が
：強
く
、
分
析
書
と
し
.て
0
そ
.れ
は
弱 

.

v:
.'#
へ一̂

は

-'
.
'
,
'
:

国
際
経
済
跃
篆
.へ
.の

讅

提

裝

ど

摘

題

が

：
：っ
，げ

ら

れ

て

」

は

い

命
 

0 
M
©本

的
^
対

策

と

対

策

の

：
具

体

性

：
；

.

_
性
ば
欠
け
；^.
v>
る
。，イ
第
一
.

一

l
r 

,

v.;fs

欧
と

し
^
⑩
立
場
を
オ
て
、,:

世
界
全
体
と
；し
.て
。
の

立

場

か

ら

分

析

を

試 

み
.て
.は
い
る
が
、
や
は
り
西
欧
的
立
場

.を
捨
て
き
れ
ず
、
そ
れ
が
政
策
立
案
を



浩
干
消
^

的
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(

た

と

え

ば

-先

進

諸

国

の

農

業

保

護

主 

義
•

植
民
地
主
義
に
対
す
る
評
価
な
ど

)

•

第
四
に
は
、.
南
北
問
題
に
中
心
が
お 

'

か
れ
て
、
東
西
問
題
の
解
決
に
.

は
.
殆
ど
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
等
で
あ
る
。

:'
t

か
'
し
：こ
れ
ら
は
：、：：薯

者

達

；の
責
任
で
あ
：る
よ

^ ：
.
% :
■'

む
 ̂

:
際
経
済
政
策
と
い
ヶ
分
野
が

.い
：ま
だ
理
論
的
に
.未
開
拓
で.あ
る
：こ
と
に
根
ざ
し■ 

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
^

ハ
根
本
的
に
は
ャ
国
際
経
済
政
策
と
い
う
分
野
が 

独

自

の

存

在

を

主

張
-1
.

1

る
か
否
か
、
あ

る

い

は
.'
:

そ
；の.
生
要
内
容
は
何
；か
に 

:

間
題
が
残
さ
上
て
は
い
る
.が
、現
在
ヤ
は
.
こ
；
の
分
野
の
確
*

は
#

^

で
4 :
;

あ
^'
ブ 

:
可
能
で
あ
る
：よ
う
に
考
え
ら
れ
：る
。

->

そ
0 '
:斑
由
：は;'
:
:従
来
は
各
国
が
警
の
経
，
 

済
政
策
：を
1

施
し
：、；.各
国
経
済
.が
：相
互
に
関
連
し
合
う
結
果
ど
し
て
、
そ
れ
ら
_

の

政

策

の

国

際

的

な

調

整

：に

.
中

心

が
.
お
"

か
.
.れ

て
.
き
^

は

、
.
各

国

間
 

の

相

互

璧

は

よ^ .

密

接

；と
、な

り

、

；

® .

境

於

重

要

性%

失

い

，
：経

资

の

：地

威

的

. 

.
拡

大

が
.行

汝

わ

れ

た

結

果

と

し

て

、
ニ

む

し

ろ

各

国

ぬ

経

済

政

策

を

よ

^

広

範

な
 

.

視

成

に

立0

て

国

際

化1 >
-

、_
:. .
.
さ
.ら

に

は

.

の
：国

際

経

済

政

策

が

実

行

ー

さ

れ

る

ー

よ

う

に

な

'
っ

ぞ

き

た

：こ

と
^

芬

す

る

。
バ

.：，：

.

.
'こ
：の
変
化
は
、.
：J
:
-*
:

E

V

、、> •
じ
ド
の
_

際

政

策

の

理

論
^

P

支』

、■

(

第
：■一
巻
V『

質
易
と
：厚
生』

.

((

第
1
.
:
ー_
 

■
と
本
書
と
を
対
比
1>
て
み
る

'
 

こ
と
に
よ
'つ
て

も

明

ら

が

：
で
：あ

ろ

う

。

ミ

ー

ド

の

.第

：

一：：

卷

で

：
は

国

内

样

衛

と

矛
 

盾
し
な
.い
よ
デ
な
国
際
収
支
の
均
嘀
化
政
策
の
選
択
が
考
究
さ
れ
、
.'
-
'
.
第
一
一
：
巻

：
で 

は

、
：
生

産

資

：源

の

最

善

利

用

の

た

：
め

の

‘質

易
.
.耍

素

移

動

の

辍

制
^:
論

：1:
:̂
;

れ

、

そ

の

中

心

は

マ

相

互

的

な

利

益

は

考

腐

し

て

^ -
い

る

が

ー

ー

崮

的

な

立

湯
 

.

か
：ら

の

対

外

経

済

政

策

の

選

択

の

問

題

に

向

け

ら

れ

て

い

た

。

本

書

で

は

、
，
む
，
 

.
し
ろ
各
国
の
■
■経

済

政

策

の.国

際

化

あ

る

ぃ

は

国

際

経

霞

薄

フ
^

パ
レ
，が
ま
襄

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

.
、
世

界

的

•
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
て
利
益 

.

極
大
化
の
た
め
.

の
方
策
を
.
考

齋

す

る

，こ
：と

だ

と

.

い
.

っ
て
も
よ
.

い
で
あ
ろ
う
。
.

:

し

た

が
0

て
そ
の
主
要
な
内
容
と
し
て
は
、
三
で
挙
げ
た
政
策
の
う
ち
の
⑶
、

.

⑷
、

S

が
重
視
さ
れ
る
。：

我
々
.
は
さ
ら
に
づ
っ
：込
ん
だ
究
明
を
行
な
い
、
国
際 

,

経

済

政

策

理

論

を

確

立

す

る

必

：要

.が
：あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
.
る
。

そ
办
は
主
と
し
で
国
内
経
済
政
策
の
理
論
を
世
界
全
椒
に
範
囲
を
拡
大
す
る 

こ
と
に
± ,

っ
'

て
な
さ
れ
る
と
'
,と

：も

悻

、

国

際

鉱

済

の

#

殊

性

が

.加

味

さ

れ

ね

ば
 

.
■:
.

な

ら(

な

い

。
：
さ

ら'に
_

際
経
衡
政
策
の
目
標
^
 ̂

層
の
明 

P ;
確
化
が
必
要
セ
あ
り
、.
ー
厚
生
経
済
学
の
：理
論
展
開
に
：よ
つ
；て
も
裏
付
げ
ら
れ
ね 

ば
.
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

.

',
:
;
'瑰
在
の
世
界
経
済
の
较
換
期
疫
お
.
い
で
>

:
国
際
経
済
政
策
を
#

檢
討
し
、
：新 

.'
-た
：
に

考

慮

し

直

す

こ

と

が

要

請

：さ

れ

、
て

.

い
.：

る
。：i

o,

契
觀
を
与
え
：た
と
い
う
#

 

;

味
で
：と
ぶ
に
本
書
は
高
-:
'
<
評
価
さ
れ
る
。：：勿
論
、
；世
界
ば
経
済
的
要
因
に
よ
っ 

て
：の
'
み

動

く

：も

：
の

で

：
は

な

く

て

、

'.
:
:そ

の

他

の

；
要

因

(0

:
方
が
一
層
重
要
で
あ
ろ
う 

が
：、7
新
读
界
経
済
秩
序
の
形
成
と
い
っ
た
点
か
ら
の
こ
-
の
謙
際
経
済
政
策
里
論
. 

の
確
立
亦
、
現
在
办
世
界
冷
.混
浓
办
解
決
の
--
.
:
:つ
：の
手
が
.：が
：り
を
与
え
る
こ
と
.

..

は

明

白

で

あ

り

、
：
ご
：
の

面

に

：
お

：
け

：
る

展

開

が

期

待

さ

れ

る

の

：
で

あ

る

。
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注
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国
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経

済
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念
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世

界

経
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